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クリプトスポリジウム集団発生事例

崎山小児科 崎山 弘

平成27年度感染症危機管理研修会

2014.6.13 東京新聞 朝刊 20頁 多摩版

府中市立Ａ小学校で十二日、五年生四十六人が下痢
や嘔吐（おうと）の症状を訴えて欠席した。食中毒や感染
症の可能性があり、多摩府中保健所が原因を調べてい
る。
市教委によると、十一日に五年生八人が下痢や嘔吐で
欠席。十二日に欠席者が急増したため、十三日までの学
年閉鎖を決め、保健所に通報した。
五年生は全四クラスあり、どのクラスにも症状を訴える
児童がいた。他学年の児童には症状が出ていないとい
い、担当者は「給食が原因とも考えにくく、現時点では理
由が分からない」と話した。保健所は、回復して十六日に
登校した児童に、検便などの調査をする。
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平成27年度感染症危機管理研修会

今回のクリプトスポリジウム集団感染について、
疫学的、寄生虫学的、医学的報告ではなく、地域
社会、行政、地域医療の中で、感染症の危機管理
としてどのような教訓を与えてくれたのかを提示

調査研究が地域での対応にどのように役立つの
か、あるいは役立て難いのかを報告したい

崎山小児科 崎山 弘 地域医療に関わる立場
府中市教育委員長 教育行政に関わる立場
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2014年6月12日（木）
府中市立Ａ小学校5年生168人中43人の児童が

下痢と嘔吐を訴えて欠席した。学校長は学校医と
相談して食中毒を疑い学年閉鎖とする

府中市教育委員会は東京都と府中保健所に連絡

保健所職員が学校に来た時にはすでに児童は
帰宅させた後であったので、１６日（月曜日）に原
因検索のための検査をすることとなった。

Ａ小学校５年生の保護者から、６月１２日に崎山は
この情報を聞いていた

6月12日
学校で急性胃腸炎が集団発生した

学校管理下での食中毒か？
原因は何か？ （食材？ 水？ 異物混入？）
現状はどのようなものか？
（何人発症？ 重症度は？ 入院？ 重篤？）
即座の対応は？
更なる被害拡大の防止 （感染拡大防止？）
被害重篤化の防止 （受診勧奨）
原因究明 （通報、検体採取、受診勧奨）
情報提供（保護者、地域、議会、マスコミ）
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2014.6.13 東京新聞 朝刊 20頁 多摩版

府中市のＡ小学校で十二日、五年生四十六人が下痢
や嘔吐（おうと）の症状を訴えて欠席した。食中毒や感染
症の可能性があり、多摩府中保健所が原因を調べてい
る。
市教委によると、十一日に五年生八人が下痢や嘔吐で
欠席。十二日に欠席者が急増したため、十三日までの学
年閉鎖を決め、保健所に通報した。
五年生は全四クラスあり、どのクラスにも症状を訴える
児童がいた。他学年の児童には症状が出ていないとい
い、担当者は「給食が原因とも考えにくく、現時点では理
由が分からない」と話した。保健所は、回復して十六日に
登校した児童に、検便などの調査をする。

2014年6月12日（木）
Ａ小学校5年生の複数児童が下痢と嘔吐を訴え
て欠席した。

*********************

Ａ小学校の給食は
府中市立給食センター
から提供されている。
他の学年は無症状
同じセンター給食を利用している他校も無症状

よって、学校給食が原因とは考えられない。
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2014年6月12日（木）
Ａ小学校5年生の多数の児童が下痢と嘔吐を訴
えて欠席。原因は給食ではない。

５年生が行った直近の行事は二つ

・６月９日（月曜日）調理実習（家庭科の授業）
これが原因とすると潜伏期は３日

・６月２日（月曜日）から６日（金曜日）
セカンド・スクール（八ヶ岳林間学校）
これが原因とすると潜伏期は6日～10日

・６月９日（月曜日）調理実習（家庭科の授業）

・６月２日（月曜日）から６日（金曜日）
セカンド・スクール（八ヶ岳林間学校）

セカンド・スクールに付き添った他学年の教員も
発症している。

セカンド・スクールに参加した市外のボランティア
学生も発症している。

両者とも調理実習の食事は食べていない
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セカンド・スクール（八ヶ岳林間学校）

府中市立小学校２２校の5年生が、学校ごとに４泊
５日で山梨県北杜市において実施する宿泊行事

時期
５月から７月
９月から１０月
月曜日から金曜日

宿泊先
府中市立府中山荘
貸切状態で使用

2014年6月12日（木）
Ａ小学校で急性胃腸炎の集団発生

6月2日から6日のセカンドスクールで感染？
府中山荘の食事が原因か？

・市立Ｓ小学校が9日から１３日ですでに同じ施設で
セカンドスクールを実施中

→ 帰校後の健康チェックを指示
・市立Ｔ小学校が１６日月曜日出発予定
原因が想定されているが出発させるのか？
更なる感染拡大の恐れはないのか？
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知人の小児科医から崎山にメールが来た

2014/6/16月曜日 12：47

わたしの母校のＢ小学校で先週の金曜日に小学
校５年生１０４名中２２名が消化器症状で休む。
その日に気分が悪くなり早退した子どもが多い。
１週間前に八ヶ岳で集団生活、牛乳を振ってバタ
ーを作って、それをパンにつけて食べた。

今日になって、府中の小学校や、山梨県の小学
校（ともに八ヶ岳関連あり）でも集団発生してるん
だって。
→ 府中市からＤ区教育委員会に確認

・府中市立Ａ小学校
6月2日～6日 セカンドスクール

6月12日 欠席者46名 入院3名
・Ｄ区立Ｂ小学校

6月4日～6日 移動教室
6月12日 欠席・早退 39名 入院あり

6月5日のＰ牧場バター作り体験が共通

6月16日月曜日の時点で判断したこと
・府中山荘は無関係
・16日以降も予定通りセカンドスクールを実施
ただし、Ｐ牧場は予定から外す（公表できない）
・病原体、原因は不明のまま保護者会開催
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・府中市立Ａ小学校
6月2日 セカンドスクール出発
6月5日 Ｐ牧場でのバター作り体験
6月6日 帰校
6月12日 欠席者46人 以後、学年閉鎖
6月16日 入院3人、Ｐ牧場が原因と判断
6月19日 府中保健所

28検体中25例からクリプトスポリジウム検出

府中市教育委員会内部としては、Ｐ牧場で感染し
たクリプトスポリジウムが原因として対応する

6月26日
Ｂ小児童29検体からクリプトスポリジウム検出

クリプトスポリジウムの最近の知見
黒木俊郎、他

2004年8月には長野県の合宿施設の埼玉県と
千葉県の利用者200人あまりが下痢を呈する事

例が発生したが，千葉県では発症者が利用した
プールを介して2次感染も起きている。

モダンメディア 51巻４号、７５、2005

塩素消毒は無効
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6/26 Ａ小学校保護者から崎山宛てのメール
5年生でよくなってたお母さんからは学校や教育

委員会の説明に納得できず、何故色々隠すのか
？きちんと説明して貰えないと市職員の話は所詮
他人事でしかないと不安をつのらせています。市
職員は命にかかわらない病気と説明（この説明す
ごく反感をかったようです）、校医は経験がないか
らわからない、今後のセカンドスクールは実施して
いくのかとの質問に「貴重な体験だから」と不安に
なる説明ばかりだったとこぼしていました。

学校はスクールカウンセラーと言っているようで
すが、5年生の子どもだけではなく保護者もかなり
不安定になっています。
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A小学校では33検体中30検体（陽性率91.0%）、Ｂ小学
校では48検体中30検体（陽性率62.5%）から顕微鏡下で
クリプトスポリジウムが検出された。調査段階で下痢症
の発生が判明したＣ小学校の25検体中2検体（陽性率
8.0%）からもクリプトスポリジウムが検出された。B小学
校の子供からの家族内感染が疑われた8検体について
検査を行った結果、2検体（陽性率25.0%）からクリプトス
ポリジウムが検出された。クリプトスポリジウムの18S 

rRNA、60-kDa glycoprotein（GP60）遺伝子の解析を行っ
た結果、A、B、Cの3校の患者から検出されたクリプトス
ポリジウムの塩基配列は100%一致し、今回の集団下痢
症の原因がC. parvumであることが明らかとなった。
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NJ法によるクリプトスポリジウム18S rRNAの系統樹解

クリプトスポリジウム感染の認められた3校の宿泊

先が異なること、検出されたクリプトスポリジウムが
主にウシ由来のC. parvumであり、そのGP60遺伝
子の塩基配列が完全に一致したことから、3校の共

通利用施設である牧場体験が原因と推定された。
Ｐ牧場所在地の所轄保健所の協力により牧場施設
に関係した54検体を検査したが、すべての検体に

おいてクリプトスポリジウムは検出されなかった。そ
の理由として発生日から2週間以上経過した後の

サンプリングによる検体であったためではないかと
推察された。
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６月１２日
急性胃腸炎の集団感染が発生
６月１６日
Ｐ牧場のバター作り体験が原因と判断
６月１９日
クリプトスポリジウムが原因と判断
１０月１７日
府中市保健所経由の最終報告（要旨）
クリプトスポリジウムの集団感染について

Ｐ牧場において患者らが摂食した当該施設に
おける飲食物を原因食品とする食中毒とは断定
できなかった。
感染源・感染経路の特定には至らなかった。

月 日 6/3 6/4 6/5 6/6 6/9 6/10 6/12

利用学校数 １ ４ ２ ２ １ ２ １

参加者数 １０４ ２８９ ２８０ ２３４ ２５ １９７ ４５

消化器症状の有無 無 2校 2校 1校 無 無 無

クリプトスポリジウム 陰性 陽性 陽性

Ｐ牧場ふれあいファーム施設利用状況

６／５ 府中市立Ａ小学校とＤ区立Ｂ小学校
６／６ Ｃ小学校

バター作り体験で感染した可能性は低い
Ｐ牧場でクリプトスポリジウムに暴露した
可能性は否定できない
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月 日 6/3 6/4 6/5 6/6 6/9 6/10 6/12

利用学校数 １ ４ ２ ２ １ ２ １

参加者数 １０４ ２８９ ２８０ ２３４ ２５ １９７ ４５

消化器症状の有無 無 2校 2校 1校 無 無 無

クリプトスポリジウム 陰性 陽性 陽性

Ｐ牧場ふれあいファーム施設利用状況

６／５ 府中市立Ａ小学校とＤ区立Ｂ小学校
６／６ Ｃ小学校

「もう１校あったんだ！」

６月１２日
急性胃腸炎の集団感染（校外学習が原因？）
６月１６日
Ｐ牧場のバター作り体験が原因と判断
６月１９日
クリプトスポリジウムが原因と判断
１０月１７日
府中市保健所経由の最終報告（要旨）
クリプトスポリジウムの集団感染について

Ｐ牧場において患者らが摂食した当該施設に
おける飲食物を原因食品とする食中毒とは断
定できなかった。
感染源・感染経路の特定には至らなかった。
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知人の小児科医から崎山にメールが来た
2014/6/16月曜日 12：47

わたしの母校のＢ小学校で先週の金曜日に小学
校５年生１０４名中２２名が消化器症状で休む。
その日に気分が悪くなり早退した子どもが多い。
１週間前に八ヶ岳で集団生活、牛乳を振ってバタ
ーを作って、それをパンにつけて食べた。

今日になって、府中の小学校や、山梨県の小学
校（ともに八ヶ岳関連あり）でも集団発生してるん
だって。

このメールでＡ小学校とＢ小学校が結びついた
もしもこのメールがなかったら、、

６月１２日
急性胃腸炎の集団感染が発生
セカンドスクールが原因と判断
６月１９日
クリプトスポリジウムが原因と判断

→ セカンドスクール 中止
１０月１７日
府中市保健所経由の最終報告（要旨）
クリプトスポリジウムの集団感染について

Ｐ牧場において患者らが摂食した当該施設に
おける飲食物を原因食品とする食中毒とは断
定できなかった。
感染源・感染経路の特定には至らなかった。
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府中市教育委員会からみた危機管理

疫学的な報告がまとまるのを待たずに対応す
る必要がある場合、情報共有はどこを介して、ど
のように行えるのか。

今回のような特殊な疾患の場合、個々の診断
に保健所や医療機関の対応が出来ない。どのよ
うに診断を行うのか。

出席停止期間、水泳指導の可否など専門家に
相談しながらルールを決める必要がある場合、
どこに相談するべきか。

保健所の方針
・誰が陽性であるかは知らせない
・家族内感染を診断するための検査はしない

教育委員会での対応
・疫学的には無駄と思わるような検査も必要

6月26日から府中市独自で検査を実施
総数156人
その中で児童1名陽性、同居者5名陽性
7月24日回収の検体で全員陰性が確認

安心のためには必要な対応
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教育委員会 保健所（都道府県）

検査の目的 個々の診断
流行の推移

疫学的調査
原因究明

検査の範囲 悉皆的
（二次感染も含む）

標本抽出

調査遂行の
優先事項

迅速性
業務の進行

（見込みでの判断）
（公表できない
ことがある）

確実性
（結果的に誤った
情報提供は不可）
学問的意義
正確な記録

情報の
提示先

児童 家族 地域
議会

当事者 行政 学会

情報源 断片的
（マスコミ 独自）

総括的
すべての自治体

検体検査、調査についての認識の差

保健所などの執行機関と教育委員会

迅速で的確な疫学調査が遂行できる
地域での問題点を解決する
市民の混乱を最小限に抑える

互いの立場は異なるがこの３つは、共に有用

そのために情報提供、情報共有をする

個々の執行機関の限界を理解しながら、妥協点、
代替策を模索できる交流の場を持つ
（市民の要望には耳を傾ける）


